
 

                

 
テレビの基準に惑わされるな：フィリピンのメディアと女性の美しさの問題 
清水 アイ子（フィリピン） 
 
女性をはじめ、ほとんどの人は若い時から自分の容姿に自信を持てずにいます。そして多

くの人が、大人になっても自信を取り戻すことができません。 
  
若者と社会変革を支援する非営利団体ドゥ・サムシング（DoSomething.org）によると、

女性の約 91％が自分の身体に不満を抱いており、理想的とされる体型を手に 
入れるためにはダイエットも厭いとわないということです。しかし女性が気にしているの

は体型だけではありません。顔立ち、鼻、目、肌の色に対しても不安を感じています。 
 
 全ての国に共通するような、美しさの普遍的な概念というものは存在しないのかもしれ 
ません。私たちは民族ごとに異なる身体的特徴を持っているからです。世界にはさまざまな

文化や民族の多様性があり、それはアメリカ国内だけを見ても当てはまることです。しかし

ながら、ハリウッドは人種にかかわらずあらゆる女性にとって不可能とも思われる「美しさ

の基準」を決めてしまっています。ハリウッドの基準からすると、容姿が完璧な女性は痩せ

型で高身長、目は丸く大きく、鼻筋が通り、そして必ずと言っていいほど白人です。当然こ

のような基準を満たすことは、特に有色人種の女性にとっては不可能です。 
  
フィリピンはかつてスペインと米国の植民地支配を受けていたため、今でも特に米国の

影響が根強く残っているとも言われており、女性の美しさに関する基準もそれらの国に類

似するものがあります。 
 
そのような植民地時代の気質の名残が、テレビ番組やインフォマーシャル、雑誌など国内

のあらゆる所で見受けられます。例えば、憧れの有名人のようになれると謳ったフィリピン

人女性向けの美白化粧品が、数え切れないほど市場に出回っています。そればかりでなく、

フィリピンの芸能界に目を向けると席巻しているのは白人とのハーフの女性ばかりで、ま



るで欧米にいるかのような錯覚に陥ります。 
  
この国では褐色の肌をした人をモレーナと呼びますが、モレーナの有名人であっても

たいてい鼻筋が通っています。このことからも、型にはまった美人になるために有名人・一

般人の別を問わず美容整形のニーズがあることが分かります。 
  
さらに腹立たしいのは、フィリピンのメディアは褐色の肌、平たく大きい鼻、縮れた髪

の女性を「不細工」であるかのように決めつけることです。例を挙げると、2006 年にテレ

ビ局の GMA7 で放送された、カルロ・Ｊ・カパラス原作のコミック小説を基にした『バケ

カン』というドラマがあります。その中で、バケカンという女性主人公は容姿が原因で幼い

ころから軽蔑され続けているのですが、褐色の肌に大きい鼻、醜い歯をしています。ドラマ

の冒頭で、バケカンは白人男性の子を妊娠して白人のような「美しい」娘を授かろうともく

ろみます。このドラマが放送されてから約 10 年が経ちますが、今でもフィリピンの社会で

はこのような美醜に対する意識が存在します。 
  
そろそろメディアは女性の「勝者」を変えていくべきではないでしょうか。『浄化槽の

貴婦人』や『キミー・ドーラ』などの映画で主役を演じたユージン・ドミンゴは、ひとえに

その才能で一躍有名になりましたが、彼女のような女優こそがフィリピンの視聴者の称賛

を受けるべきだと思います。彼女は通った鼻筋、スリムな体型、白人のような白い肌といっ

た容姿をしているわけではありませんが、その卓越した演技力で数多くの賞を受賞し、世界

的な評価を受けています。 
  
彼女の例のように、フィリピンひいては世界中の女性たちが、自分の価値は肌の白さや

スリムな体型、型にはまった美人かどうかといった基準で決まるわけではなく、ただありの

ままの自分でいることで輝く、内なる美しさで決まるのだということに気付いてほしいと

願っています。 


